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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

バランスのとれた食生活をデザインする力を身に付ける。健康的な食生活だけでなく、生活の大

きな部分を占める“食”をさまざまな角度から考える。 

 

 

２ 学習の到達目標 

栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディネートなどに関する知識と技術を習得させ、食事を

総合的にデザインする能力と態度を育てる。 

 
 
 
３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

食の栄養面、文化面、

役割などに関心を持

ち、実践的な態度を身

につけようとする。 

自らの食生活、社会の

食の現状をとらえ、課

題をみつけ、判断し、

他のものに伝えるこ

とができる。 

実践的・体験的な学

習活動を通して、食

での調理、栄養計算

などの技術を身につ

けている。 

豊かな食生活を送る

上での栄養，食品，

料理様式と献立，調

理，テーブルコーデ

ィネートなどに関す

る知識を習得するこ

とができる 

評
価
方
法 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

 

授業観察 

レポート 

 

授業観察 

 

授業観察 

レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 学習の活動 

学 

期 

単元名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１

学

期 

 

食生活と健康 

 

食事の意義と役割 

 

○ ○ 

 

  a、b、食事の意義と役割を理解し、

栄養摂取の現状と問題点を

把握することができる。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査  

栄養素のはたら

きと食事計画 

体の仕組み、５大栄

養素 

 

○   ○ a、d、体の仕組み、５大栄養素の

種類とはたらきを理解してい

る。 

食事摂取規準 

 

 

 ○  ○ b、d、食事摂取規準を理解し、適

切な食事計画を立てることで

きる。 

調理の基本 【調理実習】  ○ ○ 

 

 b、食品の取扱い・調理方法を理 

解し、和食・洋食・中華などの 

 調理実習に積極的に取り組んで

いる。 

c、基本的な調理技術の習得がで

きている。 

２

学

期 

食品の特徴･表

示・安全 
食品の特徴と性質 ○ ○   a、b、各食品の特徴と性質を理解

して、それぞれに含まれてい

る栄養素の役割が理解でき

る。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

食中毒    ○ d、食中毒がなぜ起こるか、それに

対する対処法など衛生面につ

い学習し理解する。 

食品添加物    ○ d、食品添加物はなぜ使われてい

るか、使用目的、安全性を理解

する。 

調理の基本 

 
【調理実習】 

 

○ ○ ○ ○ a、b、c、d、 

各ライフステージに合った献立 

や行事食を理解し、調理実習に積 

極的に取り組んでいる。 

３

学

期 

 

料理様式とテ

ーブルコーディ

ネート 

献立作成   

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

d、各様式別料理の特徴を理解す

る。 

c、テーブルコーディネートの基本 

 ふまえ、食事のテーマにふさわし 

い食卓のセッティングを行う。 

b、d、食べる人に配慮したサービ

スのマナーの方法とマナーを

身につけさせる。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

 

調理の基本 

 

【調理実習】 ○ ○ ○  a、b、c、 

作成した食品を選択し、食品の調 

理性をふまえた適切な調理ができ 

るようにする。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現   c:技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に重点

的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


